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イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね
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私
の
音
楽
と
の
出
会
い
は
、
４
歳
の
時
。
ど
う

し
て
も
ピ
ア
ノ
が
し
た
い
と
両
親
に
せ
が
み
、
ピ

ア
ノ
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
中
学
校
、

高
校
と
６
年
間
は
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

吹
き
ま
し
た
。
運
動
部
の
目
標
が
中
体
連
な
ら
ば
、

吹
奏
楽
部
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
が
目
標
で
し
た
。

　

３
分
間
の
曲
を
仕
上
げ
る
の
に
、
何
カ
月
も
費

や
し
ま
す
。
一
人
一
人
が
上
手
で
も
、
い
い
音
楽

は
作
れ
ま
せ
ん
。
仲
間
と
心
を
一
つ
に
、
み
ん
な

の
音
が
一
つ
に
解
け
合
う
よ
う
な
音
楽
を
目
指
す

の
で
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
瞬
間
、
全

力
を
尽
く
し
き
っ
た
充
実
感
で
仲
間
と
涙
し
ま
し

た
。
結
果
は
銀
賞
。
悔
し
さ
で
、
ま
た
涙
し
ま
し

た
が
、
一
緒
に
涙
を
流
し
た
仲
間
と
は
、
今
で
も

心
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
良
い
仲
間
で
す
。
音
楽
を

通
し
て
、
仲
間
と
の
絆
、
表
現
す
る
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
は
、
教
室
で
か
わ
い

い
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
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子
の
も
と
へ
去
り
て
解
か
れ
し
家
の
跡
白
い
コ
ス
モ
ス
静
か
に
ゆ
れ
る

藤
本　

京
子

乗
る
バ
ス
の
峠
に
か
か
れ
ば
そ
こ
は
雨　

馬
の
背
を
も
振
り
分
け
る
と
う

正
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「
こ
の
家
に
生
ま
れ
て
幸
せ
で
す
」
と
置
手
紙
孫
の
一
言
テ
ー
ブ
ル
の
上
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満
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空
蝉
の
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に
濡
れ
つ
つ
執
念
の
生
あ
る
ご
と
く
葉
裏
離
さ
ず市

川　

結
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思
い
出
す
空
襲
の
夜
「
早
よ
行
け
」
と
病
む
父
置
き
て
壕
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に
き

甲
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レ
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ぎ
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カ
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は
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花
保
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金
森　

英
子

軽
く
立
ち
歩
き
た
る
夢
に
ソ
ッ
と
泣
く
年
は
幾
つ
と
誰
か
さ
さ
や
く

北
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ヤ
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秋
桜
の
う
す
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色
が
と
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も
好
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る
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張
り
ま
は
す　
　
　
　
　
　
　
　

  

坂
田
志
美
子

も
う
す
で
に
風
を
遊
ば
せ
芒
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の
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初
む
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電
話
し
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ね
」
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言
う
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レ
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河
地　

ゆ
き

彼
岸
花
今
を
盛
り
と
咲
き
誇
る
里
の
棚
田
（
田
畑
）
を
真
っ
赤
に
染
め
て

内
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孝
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夫
逝
き
て
八
年
経
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も
吾
は
生
く
星
と
な
り
つ
も
吾
を
守
り
呉
る
や

松
岡　

文
江

気
ぜ
わ
し
く
父
の
立
日
を
つ
い
忘
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「
す
ま
ん
で
〜
す
」
と
仏
壇
の
前

川
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ご
と
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想
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ぬ
我
が
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の
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一
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▼高校時代、仲間と一緒に吹奏楽コンクールに出場した記
念の一枚（上段左から2番目）
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P,NH,Y さん PN.　羅刹 さん 遠山　紀杏 さん 加悦　裕人 さん 黒子テッヤ さん

坂本　彩華 さん 上村　優奈 さん 鶴野　ゆい さん 鶴野　翔太 さん 藤本まさき さん
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